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第１８回川崎病全国調査成績

はじめに
1970 年以来２年に１回の間隔で 17 回にわたって、川崎病全国調査が行なわれてきた

1-28）。今回

2003 年～ 2004 年の２年間の患者を対象に実施した第 18 回川崎病全国調査の成績がまとまった。

２年間の調査成績より、報告患者数、初診年月分布、性・年齢分布、地域分布、診断、家族歴、再

発例、死亡例、心障害例（急性期、後遺症）、初診時病日、ガンマグロブリン治療開始時病日、退

院時病日、初診から退院までの日数、ガンマグロブリン治療（追加治療）、解熱病日、患者紹介等

の疫学像を明らかにしたので、一部これまでの調査成績と比較しながらその概要を報告する。

Ⅰ．方法
第 18 回川崎病全国調査は、2003 年１月１日より 2004 年 12 月 31 日の２年間に小児科を併設す

る 100 床以上の病院、および小児科のみを標榜する 100 床未満の専門病院を受診した川崎病初診

患者を対象に実施した。調査を依頼した施設のリストは、医療施設政策研究会編「病院要覧

2003-2004 年版」（医学書院発行）によって作成した。対象候補施設数は 2,335 か所であった。（添

付の調査票参照）

Ⅱ．調査結果
１．回収率
依頼状、調査票等を送付した 2,335 施設のうち、廃院等の連絡があった 27 施設を除く 2,308 施

設を調査対象とした。回答は 1,618 施設から得られ、回収率は 70.1 ％であった。そのうち、患者

報告があった施設は 1,058 施設（回収施設の 65.4 ％）であった。回収率は、都道府県によって 57.7
％～ 90.9 ％の開きがみられた。

２．年次推移
今回の調査で報告された２年間の患者数は、2003 年 9,146 人、2004 年 9,992 人のあわせて 19,138

人であった。性別患者数は、男 11,059 人、女 8,079 人で、２年間平均の罹患率は０-４歳人口 10
万対 170.9（男 192.3、女 148.2）であった。患者数の性比は 1.37、罹患率の性比は 1.30 で男が多

かった。過去 17 回に報告された患者を含めると 2004 年 12 月末までの患者数は、合計 205,207 人

（男 118,935 人，女 86,272 人）になった。患者数の年次推移をみると、表１、図１に示すように、

男女とも着実に増加している。これまでに 1979 年、1982 年、1986 年の３回にわたり全国規模の

流行がみられ、患者数は 1994 年以降、急勾配で増加していた。1999 年には患者数が 7,000 人を

超え、第１回目の流行年(1979 年)よりも多くなった。さらに 2000 年には 8,000 人を超え、2003
年は 9,000 人を超え、翌年 2004 年は、１万人にあと数人となった。この数は史上第３位である。

罹患率の年次推移をみると、表１、図２に示すように、３回めの流行後、1994 年には０-４歳人

口 10 万対 100 を超えた。そのあと、年とともに増加し続け、2004 年の罹患率は３回目の流行に

匹敵する数値となった。男の罹患率は 196.1 となり、３回めの流行年である 1986 年の 194.7 を抜

いて、史上第２位になった。最近の患者発生状況からみて、川崎病の原因究明を目的としたさら

に強力な研究体制を確立しなければならない。また、地域ごとの患者発生動向の監視体制を一層

強化する必要がある。

３．月別推移
最近６年間の月別、性別患者数を図３に示す。患者数は各年とも同じような傾向で、すべての

月で男が多くなっている。また、10 月は少なく、1 月は多かった。最近の３年間は、各月とも以

前に比べて多く、2004 年の男は、３月、７月と小さい山ができており流行があったことが示唆

された。

４．性・年齢分布
患者数の性・年齢別分布をみると、３歳未満の者の割合は全体の 68.0 ％（男 69.7 ％、女 65.7

％）であった（表２）。2003 年、2004 年平均の性・年齢別罹患率では、男女とも９-11 か月にピ
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ーク（人口 10 万対 男 335.0、女 227.2）をもつ一峰性の山がみられた。罹患率の性比は、月齢が

６-８か月の者で最も大きく 1.51 であった（図４）。

５．地域分布
２年間の患者住所都道府県別報告数が最も多かったのは、東京 1,798 人、次いで神奈川 1,448

人、大阪 1,263 人、愛知 1,246 人の順であった。観察した両年の年次別都道府県別罹患率を０-４
歳人口 10 万対の割合で計算した（都道府県別罹患率の分母は、2000 年国勢調査人口を使用し、

全国の罹患率は各年次の推定人口を用いて計算した。ただし 2004 年は前年の人口を使用）。両年

とも罹患率が著しく高いところは、宮城、和歌山、石川などであった。また２年間とも低いとこ

ろは、新潟、沖縄、富山などであった（表３）。

2001 年～ 2004 年の各年について、都道府県別罹患率の地図を作成した（図５）。都道府県に

よって回収率が異なるので、未回収施設も同じ患者数があると仮定して回収率を 100 ％に補正し

て、０-４歳人口 10 万対罹患率の地域差を示した。2001 年には、関東甲信越を中心とした内陸部

のほか、九州、中国、近畿、東北の一部の県で高くなっており、罹患率の高い地域は分散してい

た。2002 年には、高率地域は近隣に拡がり、北海道から九州まで広い地域で患者数の増加がみ

られた。2003 年には、さらに流行が全国に広がっていた。2004 年には、関東以西の多くの都道

府県に高率地域が集中していたが、東北、北海道などの北日本では、高率地域はほとんどみられ

なかった。

６．診断
診断基準への一致度をみると、定型例 83.3 ％（男 83.2 ％、女 83.4 ％）、不定型例 3.2 ％（男 3.5

％、女 2.7 ％）、容疑例 13.6 ％（男 13.3 ％、女 13.9 ％）であった。

なお、定型例（調査票では「確実Ａ」とした）は「川崎病診断の手引き 改訂５版（2002 年

２月に診断の手引きが改訂され、第 17 回全国調査から改訂５版を使用）」に示された６つの主要

症状のうち５つ以上の症状を伴う者、不定型例（「確実Ｂ」）は４つの症状しか認められなくて

も、経過中に断層心エコー法もしくは、心血管造影法で、冠動脈瘤（いわゆる拡大を含む）が確

認され、他の疾患が除外された者をいう。また容疑例（「容疑」）は上記のいずれにも合致しな

いが、主治医が川崎病の疑いありと診断して全国調査に報告した者をいう。

７．家族歴
同胞例ありの割合は報告患者中 1.1 ％（男 1.0 ％、女 1.2 ％）であった。

両親のいずれかに川崎病の既往歴ありの者は 75 人（男 48 人、女 27 人）報告され、報告患者

中 0.4 ％（男 0.5 ％、女 0.3 ％）であった。既往歴を有する両親の内訳は父 31 人、母 44 人であり、

この数字は前回報告（32 人（父 14 人、母 18 人））の２倍以上であった。

８．再発例
再発例の割合は報告患者中 3.7 ％（男 3.6 ％、女 3.8 ％）であった。

性・年齢別にみると男は、年齢とともに増加、女は４歳で一時減少したが、その後、年齢とと

もに増加していた。

９．死亡例
死亡例は、前回を上回り２年間に８人（男４人、女４人）報告された。致命率は 0.04 ％であ

り、性差はみられなかったが、年齢別には５歳以上が他の年齢と比べて著しく高く 0.14 ％であ

った（表４）。

１０．心障害例
心障害については、発病後１か月以内に出現した急性期の心障害と１か月以降も残存する後遺

症にわけて調査を実施した。

報告患者中の心障害例（急性期）の割合は 13.6 ％（男 15.4 ％、女 11.1 ％）、心障害例（後遺

症）の割合は 4.4 ％（男 5.2 ％、女 3.3 ％）であり、後遺症は急性期に比べて男女とも約 1/3 に低
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下していた。両者とも男が高率を示し、性・年齢別にみると男女とも６か月未満の若年児と高年

児が高く、１歳または２歳に窪みをもつゆるやかなＵ字型のカーブを示していた（図６）。

心障害（急性期）の種類別の割合は報告患者中、冠動脈の拡大 10.31 ％、瘤 1.84 ％、弁膜病変 1.71
％、巨大瘤 0.44 ％、狭窄 0.03 ％、心筋梗塞 0.02 ％であった。前回と比べて、拡大が減少し、巨

大瘤が増加した。男女別にみると弁膜病変以外は男が高かった。出現率を２歳未満と、２歳以上

の２区分に分けてみると、巨大瘤、拡大、弁膜病変の出現率は２歳以上で高率にみられた。中で

も巨大瘤は２歳以上が２歳未満に比べて約 1.8 倍の出現率であった。

心障害（後遺症）の種類別の割合は報告患者中、冠動脈の拡大 2.51 ％、瘤 1.32 ％、弁膜病変 0.47
％、巨大瘤 0.36 ％、狭窄 0.07 ％、心筋梗塞 0.01 ％であった。男女別にみると、弁膜病変および

心筋梗塞以外は男が高かった。出現率を２歳未満と、２歳以上の２区分に分けてみると、巨大瘤

のみ２歳以上に高率にみられた。急性期と同様に２歳以上の巨大瘤の出現率は２歳未満に比べて

1.7 倍以上であった（表５）。

１１．初診時病日およびガンマグロブリン治療開始時病日
患者の初診日は第４病日が最も多く 23.2 ％であり、第４病日までに受診した者は 66.6 ％であ

った。２歳未満と２歳以上の２区分に分けてみると、第４病日までに受診した者は２歳未満の者

では 70.6 ％を占めていたが、２歳以上の者では 62.5 ％であり、２歳未満の若年児が早く受診す

る傾向を示していた。

ガンマグロブリンの投与開始日は第５病日が最も多く 36.0 ％であった。年齢別にみると、２

歳未満が早く投与を開始する傾向がみられ、第５病日までに投与を開始した者の割合は２歳未満

では 69.0 ％、２歳以上では 58.1 ％であった（表６）。

１２．退院時病日および初診から退院までの日数
患者の退院時病日は第 13-15 病日が最も多く 23.4 ％であり、第 21 病日までに退院した者は 79.8

％を占めていた。２歳未満と２歳以上の２区分に分けてみると、第 21 病日までに退院した者は

２歳未満の者が 80.0 ％、２歳以上の者は 79.5 ％であり、ほとんど年齢差はみられなかった。

初診から退院までの日数は 10-12 日が最も多く 22.6 ％であった。15 日以内に退院する者は 66.3
％を占めており、年齢別にも差はみられなかった（表７）。

１３．ガンマグロブリン治療
ガンマグロブリンの治療を受けた者は 85.8 ％（男 86.2 ％、女 85.2 ％）を占めていた。

ガンマグロブリン１日あたりの投与量は、1900-2099mg/kg の者が最も多く 47.9 ％、次いで

900-1099mg/kg39.6 ％、300-499mg/kg7.9 ％となっていた。200mg/kg、400mg/kg、1000mg/kg、2000mg/kg
ちょうどと、その他という区分では、2000mg/kg が最も多く 45.5 ％、次いで 1000mg/kg38.4 ％、

その他 9.4 ％の順であった。投与期間は１日が最も多く、63.5 ％、次いで２日 27.0 ％、５日以上 7.4
％であった。前回に比べて短期間大量投与がさらに増加した（表８）。

ガンマグロブリンの１日投与量と使用日数から計算した使用総量は、1900-2099mg/kg が最も多

く 79.6 ％、次いで 900-1099mg/kg が 13.9 ％、2100mg/kg+が 1.8 ％であった。1000mg/kg、2000mg/kg、
その他という区分では、2000mg/kg が最も多く 76.4 ％、次いで 1000mg/kg13.2 ％、その他 10.3 ％

の順であった（図７）。

初回ガンマグロブリン使用例で、追加治療ありの割合は、ガンマグロブリン追加投与 15.6 ％、

ステロイド投与 3.1 ％、ウリナスタチン投与 7.5 ％、血漿交換 0.2 ％であった。診断別では、い

ずれも定型例で追加治療ありの割合が高く、２歳未満と２歳以上の２区分に分けてみると、血漿

交換以外は２歳以上で高かった（表９）。

１４．解熱病日
解熱病日は第７病日が最も多く 21.9 ％であり、第８病日までに解熱した者は 69.7 ％を占めて

いた。２歳未満と２歳以上の２区分に分けてみると、第８病日までに解熱した者は２歳未満の者

が 73.6 ％、２歳以上の者は 65.7 ％であり、２歳以上の者の方が解熱に要する日数が長かった（表１０）。

3



１５．患者紹介の有無
他施設より患者紹介ありの割合は、診療所より紹介 53.4 ％、病院より紹介 8.9 ％で、62.2 ％が

いずれかの施設より紹介ありであった。診断別には、定型例 62.8 ％、不定型例 58.5 ％、容疑例 59.5
％で差はみられなかった。年齢別には２歳未満 62.3 ％、２歳以上 62.1 ％で年齢差はなかった（表１１）。

他施設へ患者紹介ありの割合は、4.9 ％であった。診断別には、定型例 4.5 ％、不定型例 6.1 ％、

容疑例 6.6 ％で、不定型例、容疑例が高かった。年齢別にはほとんど年齢差はなかった（表１２） 。

Ⅲ．要約
１．２年間の報告患者数は 19,138 人（2003 年 9,146 人、2004 年 9,992 人）であり、1987 年以降

患者数は着実に増加していた。

２．最近６年間（2001-2004 年）の月別患者数は男女とも、10 月が少なく１月が多かった。ま

たすべての月で男が多かった。

３．０-４歳人口 10 万対罹患率は、2003 年 159.2（男 179.2、女 138.2）、2004 年 174.0（男 196.1、
女 150.7）であった。2004 年の男の罹患率は、史上第２位となった。

４．性、年齢別罹患率は男女とも９-11 か月にピーク（人口 10 万対 男 335.0 女 227.2）がみ

られた。

５．最近４年間の罹患率の地域差をみると、年によって患者数が多い地域が異なっており、４

年間に北海道から九州まで広い地域で患者数の増加がみられた。2004 年には関東以西の多くの

都道府県に高率地域が集中していた。

６．診断基準への一致度をみると、定型例 83.3 ％、不定型例 3.2 ％、容疑例 13.6 ％であった。

７．同胞例、再発例、心障害（急性期）例、心障害（後遺症）例の出現頻度は、それぞれ 1.1 ％、3.7
％、13.6 ％、4.4 ％であった。両親のいずれかに川崎病の既往歴がある者の割合は 0.4 ％であった。

８．死亡例は２年間に８人（男４人、女４人）報告され、全体の 0.04 ％を占めていた。年齢

別には、５歳以上が 0.14 ％で最も高かった。

９．心障害（急性期）の内容は、冠動脈の拡大 10.31 ％、瘤 1.84 ％、弁膜病変 1.71 ％、巨大瘤 0.44
％、狭窄 0.03 ％、心筋梗塞 0.02 ％であり､ 弁膜病変以外は男が高く、年齢別には巨大瘤、拡大、

弁膜病変の出現率は２歳以上で高率にみられ、特に巨大瘤は２歳以上が２歳未満に比べて約 1.8
倍の出現率であった。

１０．心障害（後遺症）の内容は、冠動脈の拡大 2.51 ％、瘤 1.32 ％、弁膜病変 0.47 ％、巨大

瘤 0.36 ％、狭窄 0.07 ％、心筋梗塞 0.01 ％であり、弁膜病変および心筋梗塞以外は男が高く、年

齢別には巨大瘤のみ２歳以上で高率にみられた。急性期と同様に２歳以上の巨大瘤の出現率は２

歳未満に比べてかなり高かった。

１１．患者の初診日は第４病日が最も多く、２歳未満の若年児がやや早く受診していた。ガン

マグロブリンの投与開始病日は、第５病日が最も多く、２歳未満の若年児が早く投与を開始する

傾向がみられた。

１２．患者の退院時病日は第 13-15 病日が最も多かった。初診から退院までの日数は 10-12 日

以内が最も多く、66.3 ％が 15 日以内に退院していた。いずれも年齢差はみられなかった。

１３．ガンマグロブリンの治療を受けた者は 85.8 ％を占め、１日あたり投与量は 2000mg/kg が

もっとも多く、１日大量投与が増加していた。総投与量は、2000mg/kg が最も多く 76.4 ％、次い

で 1000mg/kg13.2 ％、その他 10.3 ％の順であった。追加治療の状況は、ガンマグロブリン追加投

与 15.6 ％、ステロイド投与 3.1 ％、ウリナスタチン投与 7.5 ％、血漿交換 0.2 ％であった。

１４． 解熱病日は第７病日が最も多かった。第８病日までに解熱した者は 69.7 ％を占めてい

た。年齢別には２歳以上の者の方が解熱に日数を要していた。

１５．他施設からの紹介患者は 62.2 ％（診療所 53.4 ％、病院 8.9 ％）であった。診断別、年

齢別に差はみられなかった。他施設への紹介患者は 4.9 ％であった。診断別には、不定型例、容

疑例で紹介ありの割合が高く、年齢別にはほとんど差はみられなかった。
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第１８回全国調査協力施設名（都道府県別、順不同）

１．北海道
国立函館病院
独立行政法人国立病院機構道北病院
北大医学部附属病院
NTT 東日本札幌病院
札幌医科大学附属病院
道立旭川肢体不自由児総合療育センタ－
道立紋別病院
道立羽幌病院
市立札幌病院
市立小樽病院
市立函館病院
市立江別総合病院
市立千歳市民病院
市立三笠総合病院
岩見沢市立総合病院
市立美唄病院
町立長沼病院
市立赤平総合病院
深川市立総合病院
市立旭川病院
名寄市立総合病院
市立室蘭総合病院
苫小牧市立総合病院
白老町立国民健保病院
町立芽室病院
市立根室病院
町立中標津病院
町立別海病院
市立稚内病院
留萌市立病院
函館赤十字病院
栗山赤十字病院
総合病院旭川赤十字病院
伊達赤十字病院
清水赤十字病院
総合病院釧路赤十字病院
総合病院北見赤十字病院
社会事業協会・函館病院
社会事業協会・余市病院
厚生連総合病院札幌厚生病院
JA 厚生連総合病院旭川厚生病院
JA 厚生連総合病院遠軽厚生病院
北海道社会保険病院
新日鉄室蘭総合病院
王子総合病院
函館五稜郭病院
函館中央病院
共愛会病院
天使病院
大原病院
札幌社会保険総合病院
五輪橋産科婦人科小児科病院
育愛会札幌東豊病院
慶愛病院
ふらの西病院
医療法人社団宏翔館十勝の杜病院
道東勤医協釧路協立病院
北楡会札幌北楡病院
北翔会札幌あゆみの園
北海道済生会西小樽病院
独立行政法人国立病院機構帯広病院
自衛隊札幌病院
木古内町国民健康保険病院
国家公務員共済組合連合会幌南病院
旭川医科大学医学部附属病院
(財)小児愛育協会附属愛育病院
北海道療育園
勤医協中央病院
(医社)友愛会恵愛病院
道立小児総合保健センタ－
清和会南札幌病院
美唄労災病院
道北勤医協一条クリニック
釧路労災病院
国療美幌病院
恵庭第一病院
市立士別総合病院
八雲総合病院

札幌マタニティウィメンズホスピタル
医療法人徳洲会札幌徳洲会病院
手稲渓仁会病院
(医療法人)北晨会恵み野病院
釧路市医師会病院
シロアムクリニック
斜里町国民健康保険病院

２．青森県
独立行政法人国立病院機構弘前病院
弘前大学医学部附属病院
青森県立中央病院
青森市民病院
八戸市立市民病院
国民健康保険五戸総合病院
黒石市国保黒石病院
浪岡町立病院
国民健康保険鶴田町立中央病院
国民健康保険五所川原市立西北中央病院
鯵ケ沢町立中央病院
公立野辺地病院
公立七戸病院
むつ総合病院
八戸赤十字病院
町立大鰐病院
県立あすなろ学園
市立三沢病院
(医療)誠仁会尾野病院
弘前市立病院
(財)双仁会厚生病院
青森労災病院
独立行政法人国立病院機構青森病院
美保野病院
医療法人赤心会十和田東病院

３．岩手県
岩手県立中央病院
岩手県立釜石病院
岩手県立宮古病院
岩手県立花巻厚生病院
岩手県立胆沢病院
岩手県立高田病院
岩手県立久慈病院
岩手県立福岡病院
盛岡市立病院
釜石市民病院
盛岡赤十字病院
北上済生会病院
岩手医科大学附属病院
もりおかこども病院
岩手医科大学附属循環器医療センター
啓愛会美希病院
国立療養所盛岡病院
独立行政法人国立病院機構釜石病院
岩手県立山田病院
岩手県立北上病院
独立行政法人国立病院機構岩手病院
川久保病院
岩手県立遠野病院
東八幡平病院
岩手県立千廏病院

４．盛岡県
仙台医療センター
国療宮城病院
東北大学医学部附属病院
ＪＲ仙台病院
仙台逓信病院
仙台市立病院
塩釜市立病院
古川市立病院
公立気仙沼総合病院
公立志津川総合病院
公立刈田綜合病院
みやぎ県南中核病院
丸森町国保丸森病院
若柳町国保病院
公立佐沼総合病院
総合病院仙台赤十字病院

石巻赤十字病院
東北厚生年金病院
東北公済病院
(財)宮城厚生協会坂総合病院
(医療)本多友愛会仙南病院
南東北病院
石巻市立病院
松田会松田病院
国療西多賀病院
仙台社保病院
光ケ丘スペルマン病院
東北労災病院
自衛隊仙台病院
宮城利府掖済会病院
(財)宮城厚生協会長町病院
宮城県拓桃医療療育センタ－
中嶋病院
財団法人宮城厚生協会古川民主病院
公立米谷病院

５．秋田県
大館市立総合病院
比内町立扇田病院
男鹿みなと市民病院
秋田市立秋田総合病院
公立角館総合病院
公立横手病院
秋田赤十字病院
鹿角組合総合病院
湖東総合病院
秋田組合総合病院
平鹿総合病院
雄勝中央病院
(医療)愛生会石田病院
中通総合病院
外旭川病院
医療法人青嵐会本荘第一病院
佐藤病院
秋田社会保険病院
大曲中通病院
秋田大学医学部附属病院
秋田県太平療育園
北秋中央病院
藤原記念病院

６．山形県
山形県立中央病院
山形県立新庄病院
天童市立天童病院
山形市立病院済生館
鶴岡市立荘内病院
公立高畠病院
米沢市立病院
済生会山形済生病院
(医療)篠田好生会篠田総合病院
公立置賜総合病院
山形県立河北病院
山形大学医学部附属病院
鶴岡協立病院
国療山形病院

７．福島県
福島県立医科大学附属病院
福島県立会津総合病院
公立藤田総合病院
公立岩瀬病院
公立小野町地方総合病院
いわき市立総合磐城共立病院
いわき市立常磐病院
国保原町市立病院
総合病院福島赤十字病院
白河厚生総合病院
坂下厚生総合病院
(財)大原総合病院
(財)太田総合病院附属太田熱海病院
(財)寿泉堂綜合病院
(財)竹田総合病院
(財)竹林病院
福島整肢療護園
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財団法人大原総合病院附属大原医療センター
財団法人太田総合病院附属太田西ﾉ内病院
財団法人脳神経疾患研究所附属総合南東北病院
新生会内科小児科佐藤病院
小高町立病院
県立南会津病院
独立行政法人国立病院機構福島病院
福島県厚生農協組合連双葉厚生病院
(財)星総合病院
(財)松村総合病院
(医療)保科病院
(社医)呉羽総合病院
医療法人慈久会谷病院
国立療養所翠ケ丘病院
医療生協わたり病院
福島県心身障害児総合療育センタ－
医療法人明信会今泉西病院
医療法人三愛会池田温泉病院
公立相馬総合病院

８．茨城県
水戸医療センター
国立霞ケ浦病院
茨城県立こども福祉医療センタ－
茨城県立中央病院
水戸済生会総合病院
神栖済生会病院
総合病院水戸協同病院
国公共済連水府病院
株式会社日立製作所多賀総合病院
日立製作所水戸総合病院
城南病院
石岡第一病院
つくばセントラル病院
医療法人慈愛会秋葉産婦人科小児科病院
県立こども病院
ひたちなか母と子の病院
双愛会つくば双愛病院
茨城県立医療大学附属病院
威恵会三岳荘小松崎病院
なめがた地域総合病院
青洲会神立病院
白峰会湖南病院
県西総合病院
(医療)愛宣会秦病院
株式会社日立製作所日立総合病院
下館市民病院
筑波大学附属病院
(医療)住吉クリニック病院
惇慈会日立港病院
(医療)常仁会牛久愛和総合病院
(財)筑波学園病院
友愛記念病院
北茨城市立総合病院
総合病院取手協同病院
高萩協同病院
医療法人清真会丹野病院
石岡市医師会病院
財団法人筑波メディカルセンター病院
医療法人筑波記念病院
慶友会守谷慶友病院
茨城西南医療センタ－病院
国立療養所晴嵐荘病院

９．栃木県
独立行政法人国立病院機構栃木病院
小山市民病院
芳賀赤十字病院
大田原赤十字病院
足利赤十字病院
済生会宇都宮病院
上都賀総合病院
下都賀総合病院
石橋総合病院
佐野厚生総合病院
宇都宮社会保険病院
日光市民病院
国療東宇都宮病院
真岡病院
光南病院
医療法人社団友志会野木病院
南那須地区広域行政事務組合立那須南病院

英静会森病院
自治医科大学附属病院
獨協医科大学病院
(財団医療法人十全会)上野内科・小児科
黒須病院
菅又病院
とちぎリハビリテーションセンター
西方病院
とちの木病院

１０．群馬県
国立高崎病院
国立沼田病院
渋川総合病院
桐生厚生総合病院
藤岡総合病院
碓氷病院
伊勢崎市民病院
原町赤十字病院
公立富岡総合病院
社保群馬中央総合病院
富士重工業健康保険組合総合太田病院
上毛泌尿器科記念善衆会病院
群馬循環器病院
本島総合病院
県立小児医療センタ－
両毛整肢療護園
伊勢崎佐波医師会病院
群馬県済生会前橋病院
前橋協立病院
重症心身障害児施設はんなさわらび療育園
希望の家療育病院
国療西群馬病院
群馬整肢療護園
高崎中央病院
小児科佐藤病院
太田福島総合病院
下仁田厚生病院

１１．埼玉県
独立行政法人国立病院機構西埼玉中央病院
国立埼玉病院
蕨市立病院
春日部市立病院
草加市立病院
総合病院小川赤十字病院
埼玉県済生会川口総合病院
埼玉厚生農協連熊谷総合病院
埼玉社会保険病院
社保大宮総合病院
川口工業総合病院
(医社)東光会戸田中央総合病院
(医社)啓明会中島病院
(医療)健仁会益子病院
(医療)ヘブロン会大宮中央総合病院
愛友会上尾中央総合病院
医療法人愛生会愛生会病院
聖蹟会埼玉県央病院
医療法人熊谷福島病院
クリニカル病院
埼玉県済生会栗橋病院
北里研究所メディカルセンター病院
西武産婦人科小児科病院
県立小児医療センタ－
ヘリオス会病院
秩父市立病院
本庄総合病院
土屋小児病院
清水病院
一心会上尾甦生病院
熊谷生協病院
賢仁会産婦人科菅原病院
三愛会総合病院
埼玉医療生活協同組合皆野病院
飯能中央病院
独立行政法人国立病院機構東埼玉病院
越谷市立病院
(医社)協友会吉川中央総合病院
朝霞台中央総合病院
(医社)協友会八潮中央総合病院
防衛医科大学校病院
(医療)聖仁会西部総合病院

(医社)東光会戸田中央産院
埼玉協同病院
大宮医師会市民病院
至誠堂冨田病院
(医社)青葉会新座病院
(医療)誠壽会上福岡総合病院
埼玉よりい病院
(医療)光仁会春日部厚生病院
秋谷病院
医療法人社団協友会東川口病院
獨協医科大学越谷病院
東鷲宮病院
医療法人財団健和会みさと健和病院
医療法人社団堀ノ内病院
医療法人赤心堂病院
埼玉医科大学総合医療センター
東松山市立市民病院
医療法人社団哺育会白岡中央病院
医療法人財団石心会狭山病院
医療法人明晴会西武入間病院
至聖病院

１２．千葉県
国立精神・神経センター国府台病院
国療下志津病院
千葉大学医学部附属病院
千葉県立東金病院
千葉県循環器病センター
千葉市立青葉病院
浦安市市川市病院組合浦安市川市民病院
国保松戸市立病院
銚子市立総合病院
総合病院国保旭中央病院
公立長生病院
成田赤十字病院
千葉県済生会習志野病院
社保船橋中央病院
ＪＦＥ健保組合川鉄千葉病院
(医療)鉄蕉会亀田総合病院
東京歯科大学市川総合病院
キッコ－マン総合病院
千葉西病院
医療法人社団聖仁会白井聖仁会病院
加藤病院
千葉県こども病院
東邦大学医学部附属佐倉病院
野田病院
日本医科大学附属千葉北総病院
国保多古中央病院
(医療)聖峰会岡田病院
独立行政法人国立病院機構千葉東病院
千葉社会保険病院
(医社)千葉健生病院
医療法人社団聖仁会我孫子聖仁会病院
田中農協病院
(医社)友康会行徳中央病院
(医財)明理会新松戸中央総合病院
(医社)東光会北総白井病院
(医社)上総会山之内病院
(医療)公明会塩田病院
千葉労災病院
(医法)成春会北習志野花輪病院
(医社)勤労者医協船橋二和病院
(医社)協友会船橋総合病院
(医社)協友会柏厚生総合病院
東葛病院
千葉市立海浜病院
順天堂大学医学部附属順天堂浦安病院
船橋市立医療センタ－
(医社)愛友会流山病院
医療法人社団保健会谷津保健病院
医療法人三矢会八街総合病院
帝京大学医学部附属市原病院
医療法人沖縄徳洲会千葉徳洲会病院
東京慈恵会医科大学附属柏病院

１３．東京都
国立がんセンタ－中央病院
国立国際医療センタ－
国立病院東京医療センター小児科
東京医科歯科大学病院
東京専売病院
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NTT 東日本関東病院
ＪＲ東京総合病院
東京逓信病院
自衛隊中央病院
都立駒込病院
都立墨東病院
都立広尾病院
東京都立大塚病院
都立北療育医療センタ－
都立豊島病院
都立清瀬小児病院
青梅市立総合病院
日野市立病院
公立昭和病院
総合病院大森赤十字病院
日本赤十字社医療センタ－
武蔵野赤十字病院
東京都済生会中央病院
東京都国保団体連合会福生病院
社保中央総合病院
東京厚生年金病院
虎の門病院
総合病院三宿病院
東京警察病院
北里研究所病院
永寿総合病院
(財)日産厚生会玉川病院
(社)至誠会第二病院
練馬総合病院
緑成会病院
(医社)江東病院
田園調布中央病院
(医社)関川病院
成和会西新井病院
(医社)大坪会北多摩病院
杏林大学病院
東京慈恵会医科大学病院
東京女子医科大学病院
慶応義塾大学病院
東京医科大学病院
日本医科大学病院
東邦大学大橋病院
東邦大学大森病院
東京女子医科大学第２病院
日本大学附属板橋病院
慈恵医科大学青戸病院
慈恵医科大学附属病院第３病院
東京電力病院
小平記念東京日立病院
東芝病院
三井記念病院
母子愛育会総合母子保健センター愛育病院
(社福)聖母会聖母病院
浅草寺病院
(社福)賛育会賛育会病院
同愛記念病院
久我山病院
東京医療生協組合中野総合病院
立正佼成会附属佼成病院
東京衛生病院
(社福)勝楽堂病院
(社福)仁生社江戸川病院
(社福)慈生会慈生会病院
(社福)日本心身障害者協会島田療育センター
(社福)東京都同胞援護会昭島病院
(医社)時正会佐々総合病院
医療法人社団赤仁会市川第二病院
財団法人東京都保健医療公社東部地域病院
太陽こども病院
医療法人社団日心会総合病院一心病院
りんご会東十条病院
都立東大和療育センタ－
日本心臓血圧研究振興会附属榊原記念病院
産科婦人科久保田病院
東京大学医科学研究所附属病院
平成立石病院
東京臨海病院
都立府中療育センタ－
(医財)健康文化会小豆沢病院
緑風荘病院
世田谷下田総合病院
森本病院

公立阿伎留病院
都立府中病院
帝京大学医学部附属病院
(医社)誠志会誠志会病院
日本医科大学多摩永山病院
博慈会記念総合病院
秋津療育園
東京健生病院
昭和大学付属豊洲病院
(医社)板橋中央総合病院
(医社)明芳会高島平中央総合病院
(医社)水野病院
東京医科大学八王子医療センタ－
東京都立神経病院
国立精神神経センタ－武蔵病院
医療法人社団健生会立川相互病院
高澤病院
日本大学医学部附属練馬光が丘病院
医療法人社団大坪会東和病院

１４．神奈川県
横須賀市立うわまち病院
独立行政法人国立病院機構相模原病院
厚木市立病院
神奈川県立足柄上病院
横浜市立港湾病院
横浜市立大学医学部附属市民総合医療センター
横浜市立市民病院
川崎市立川崎病院
平塚市民病院
茅ケ崎市立病院
三浦市立病院
大和市立病院
横浜市立みなと赤十字病院
(財)済生会神奈川県病院
相模原協同病院
社保横浜中央病院
川崎社会保険病院
横浜船員保険病院
住友重機械健保組合浦賀病院
国公共済連横浜南共済病院
国公共済連総合病院横須賀共済病院
国公共済連稲田登戸病院
国公共済連総合病院平塚共済病院
(財)神奈川県警友会けいゆう病院
聖マリアンナ医科大学東横病院
大口東総合病院
(医療)柏堤会戸塚共立第１病院
総合川崎臨港病院
(医療)愛仁会太田総合病院
(医社)亮正会総合高津中央病院
日本医科大学附属第二病院
日本鋼管病院
国際親善総合病院
総合病院聖ヨゼフ病院
(社福)湘南福祉協会総合病院湘南病院
総合相模更生病院
仁厚会病院
昭和大学藤が丘リハビリテーション病院
鈴木病院
医療法人産育会堀病院
西横浜国際総合病院
医療法人大樹会佐藤病院
湘南鎌倉総合病院
横浜労災病院
横浜市立大学医学部附属病院
三喜会横浜新緑総合病院
自衛隊横須賀病院
康心会湘南東部総合病院
(医療)柏堤会戸塚共立第２病院
昭和大学横浜市北部病院
聖隷横浜病院
関東労災病院
横浜市アレルギ－センタ－
総合病院秦野赤十字病院
厚生連総合病院伊勢原協同病院
国公共済連虎の門病院分院
(社団)日本厚生団長津田厚生総合病院
総合病院横浜逓信病院
藤沢市民病院
(財)横浜勤労者福祉協会汐田総合病院
小澤病院

昭和大学藤が丘病院
聖マリアンナ医科大学病院
北里大学病院
川崎医療生協川崎協同病院
神奈川リハビリテ－ション病院
済生会横浜市南部病院
(医社)明芳会横浜旭中央総合病院
神奈川県衛生看護専門学校附属病院
(医社)青葉会牧野記念病院
横須賀市立市民病院
(医療)徳洲会大和徳洲会病院
桜ケ丘中央病院
(医療)徳洲会茅ケ崎徳洲会総合病院
(医社)愛友会金沢文庫病院
東海大学医学部附属大磯病院
(医社)ＪＭＡ海老名総合病院
相武台病院
聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院
医療法人社団緑成会横浜総合病院
医療法人財団石心会川崎幸クリニック
厚木佐藤病院
医療法人社団柏綾会綾瀬厚生病院

１５．新潟県
新潟大学医学部附属病院
新潟県立ガンセンタ－新潟病院
新潟県立新発田病院
新潟県立吉田病院
新潟県立加茂病院
新潟県立十日町病院
水原郷病院
町立津南病院
済生会三条病院
豊栄病院
三条総合病院
長岡中央総合病院
栃尾郷病院
上越総合病院
けいなん病院
糸魚川総合病院
佐渡総合病院
小千谷総合病院
上村病院
(医療)立川総合病院
済生会新潟第二病院
県立妙高病院
共生会中条中央病院
亀田第一病院
聖園病院
新潟南病院
木戸病院
佐渡市立両津病院
国療養所犀潟病院
新潟県はまぐみ小児療育センタ－
新津医療センタ－病院
国民健康保険町立ゆきぐに大和総合病院
国立療養所西新潟中央病院
白根健生病院
レディスクリニック石黒
長岡療育園
厚生連村上総合病院

１６．富山県
かみいち総合病院
新湊市民病院
市立砺波総合病院
富山赤十字病院
富山県済生会富山病院
富山県済生会高岡病院
厚生連高岡病院
厚生連滑川病院
社会保険高岡病院
三輪病院
公立南砺中央病院
南砺市民病院
国療富山病院
富山医科薬科大学附属病院
富山県立高志学園
あさひ総合病院
医療法人社団翠十字会誠友病院
富山県高志リハビリテーション病院
富山労災病院
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１７．石川県
国立金沢病院
山中温泉医療センター
金沢大学医学部附属病院
石川県立中央病院
金沢市立病院
国保小松市民病院
公立能登総合病院
公立加賀中央病院
市立輪島病院
金沢赤十字病院
公立松任石川中央病院
金沢社会保険病院
金沢聖霊総合病院
恵寿総合病院
恵愛病院
金沢有松病院
公立羽咋病院
国療医王病院
国保町立根上総合病院
珠洲市総合病院
城北病院
金沢医科大学病院
金沢西病院
独立行政法人国立病院機構七尾病院
公立穴水総合病院
医療法人社団和楽仁辰口芳珠記念病院
国民健康保険志雄病院

１８．福井県
独立行政法人国立病院機構福井病院
公立丹南病院
福井県立病院
町立三国病院
市立敦賀病院
公立小浜病院
福井赤十字病院
福井県済生会病院
福井社会保険病院
(医療)安川病院
福井県小児療育センタ－
笠原病院
(医療)福井愛育病院
福井大学医学部附属病院

１９．山梨県
山梨県立中央病院
韮崎市立病院
山梨甲陽病院
富士吉田市立病院
巨摩共立病院
加納岩総合病院
塩山市民病院
山梨温泉病院
桃花会一宮温泉病院
石和共立病院
山梨赤十字病院
甲府共立病院
山梨厚生病院
上野原町立病院
山梨県立あけぼの医療福祉センター

２０．長野県
国立長野病院
国立松本病院
国療東長野病院
信州大学病院
長野県立阿南病院
長野県立木曽病院
長野県立須坂病院
諏訪中央病院
伊那中央病院
市立大町総合病院
豊科赤十字病院
長野赤十字病院
飯山赤十字病院
長野県厚生農協連佐久総合病院
長野県厚生農協連北信総合病院
長野県厚生農協連新町病院
(医療)慈泉会相澤病院
ＮＴＴ長野病院
県立こども病院

中信勤労者医療協会塩尻協立病院
軽井沢町国民健康保険軽井沢病院
登誠会諏訪マタニティークリニック
佐久市立国保浅間総合病院
国療中信松本病院
昭和伊南総合病院
町立辰野総合病院
飯田市立病院
国保依田窪病院
信濃医療福祉センタ－
長野県厚生農業組合連合会篠ﾉ井総合病院
医療法人新生病院
長野松代総合病院
健和会病院
波田総合病院
松本協立病院

２１．岐阜県
独立行政法人国立病院機構長良医療センター
市立恵那病院
岐阜県立岐阜病院
岐阜県立多治見病院
羽島市民病院
国保関ケ原病院
大垣市民病院
美濃市立美濃病院
多治見市民病院
土岐市立総合病院
総合病院中津川市民病院
金山町国民健康保険病院
総合病院高山赤十字病院
岐阜県厚生農業協同組合連合会岐北厚生病院
岐阜県厚生農協連西美濃厚生病院
岐阜県厚生農協連揖斐総合病院
岐阜県厚生農協連総合病院中濃病院
ＪＡ岐阜厚生連東濃厚生病院
岐阜社会保険病院
公立学校共済組合東海中央病院
木沢記念病院
みどり病院
医療法人藤掛病院
岐阜県立下呂温泉病院
国保飛騨市民病院
(医社)誠広会平野総合病院
松波総合病院
国保坂下病院
岐阜赤十字病院
河村病院
岐阜県厚生連久美愛病院

２２．静岡県
独立行政法人国立病院機構静岡医療センター
独立行政法人国立病院機構天竜病院
静岡県立総合病院
静岡市立静岡病院
沼津市立病院
富士市立中央病院
富士宮市立病院
清水市立病院
共立蒲原総合病院
藤枝市立総合病院
焼津市立総合病院
榛原総合病院
掛川市立総合病院
菊川市立総合病院
磐田市立総合病院
共立湖西総合病院
静岡赤十字病院
総合病院浜松赤十字病院
静岡済生会総合病院
総合病院静岡厚生病院
総合病院清水厚生病院
遠州総合病院
順天堂大学医学部附属順天堂伊豆長岡病院
聖隷福祉事業団総合病院聖隷浜松病院
聖隷福祉事業団総合病院聖隷三方原病院
市立伊東市民病院
独立行政法人国立病院機構静岡富士病院
静岡県立静岡がんセンター
重症心身障害児施設おおぞら療育センター
静岡県立こども病院
(社)有隣厚生会富士病院

清風会芹沢病院
浜松医科大学附属病院
国療静岡神経医療センター
浜松労災病院
芙蓉協会聖隷沼津病院
社会保険浜松病院
浜松北病院

２３．愛知県
独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター
独立行政法人国立病院機構豊橋医療センター
名古屋大学病院
(ＪＲ)東海総合病院
名古屋逓信病院
名古屋市立東市民病院
名古屋市立城北病院
名古屋市立城西病院
名古屋市立大学病院
名古屋市立守山市民病院
豊橋市民病院
岡崎市民病院
一宮市立市民病院
公立陶生病院
市立半田病院
春日井市民病院
小牧市民病院
津島市民病院
公立尾陽病院
西尾市民病院
蒲郡市民病院
常滑市民病院
新城市民病院
尾西市民病院
名古屋第一赤十字病院
名古屋第二赤十字病院
愛知県厚生連海南病院
愛知県厚生農協連加茂病院
愛知県厚生農協連安城更生病院
愛知県厚生農協連昭和病院
社保中京病院
名鉄病院
名古屋掖済会病院
笠寺病院
総合大雄会病院
刈谷総合病院
(医療)光生会病院
東海市民病院
三菱名古屋病院
大同病院
トヨタ記念病院
聖霊病院
青和会中央病院
秋田病院
名南病院
一心会加藤産婦人科病院
碧南市民病院
県立尾張病院
豊田地域医療センタ－
医仁会さくら病院
愛知県青い鳥医療福祉センター
岩田病院
三好町民病院
碧友会堀尾安城病院
深谷会富士病院
名古屋市立緑市民病院
中部労災病院
ＮＴＴ西日本東海病院
南生協病院
藤田保健衛生大学病院
愛知医科大学病院
あさいクリニック
(医療)宝美会総合青山病院
(医療)志聖会犬山中央病院
愛知県厚生農協連尾西病院
(医療)済衆館病院
愛知県厚生農協連知多厚生病院
旭労災病院
医療法人財団新和会八千代病院
国立療養所豊橋東病院
成田記念病院
一宮市立市民病院今伊勢分院
(医療)来光会尾州病院
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医療法人青山病院
医療法人宏和会山口病院
医療法人徳洲会名古屋徳洲会総合病院
安藤病院

２４．三重県
国療鈴鹿病院
独立行政法人国立病院機構三重中央医療センター
三重県立総合医療センター
三重県立志摩病院
桑名市民病院
市立四日市病院
市立伊勢総合病院
伊賀市立上野総合市民病院
尾鷲総合病院
山田赤十字病院
済生会松阪総合病院
三重県厚生連松阪中央総合病院
四日市社会保険病院
山本総合病院
岡波総合病院
三重県厚生連鈴鹿中央総合病院
菰野厚生病院
名張市立病院
大門病院
三重県厚生連いなべ総合病院
済生会明和病院
独立行政法人国立病院機構三重病院
津生協病院
医療法人ヨナハクリニック
鈴鹿回生病院

２５．滋賀県
大津市民病院
近江八幡市民病院
市立長浜病院
伊香郡病院組合立湖北総合病院
公立高島総合病院
長浜赤十字病院
済生会滋賀県病院
社会保険滋賀病院
重症心身障害児施設第一びわこ学園
国保能登川病院
真心会南草津野村病院
大津赤十字志賀病院
昂会湖東記念病院
重症心身障害児施設第二びわこ学園
(医療)彦根中央病院
守山市民病院
滋賀医科大学病院
野洲病院
国療紫香楽病院
医療法人弘英会琵琶湖大橋病院
日野記念病院
友仁山崎病院

２６．京都府
京都医療センター
市立福知山市民病院
国立舞鶴病院
京都大学病院
京都専売病院
京都市立病院
公立南丹病院
市立舞鶴市民病院
京都第二赤十字病院
京都第一赤十字病院
舞鶴赤十字病院
社会保険京都病院
舞鶴共済病院
総合病院日本バプテスト病院
(社)愛生会山科病院
堀川病院
総合病院京都南病院
(社福)宇治病院
府立舞鶴こども療育センタ－
京丹後市立久美浜病院
三青園丹後ふるさと病院
石鎚会田辺中央病院
足立病院
国療南京都病院
西京都病院

国療宇多野病院
京都逓信病院
京都武田病院
宇治武田病院
京都社会事業財団 京都桂病院
関西医科大学男山病院
(医療)育生会久野病院
関西医科大学附属洛西ニュ－タウン病院
(医療)宇治徳洲会病院
(医療)啓信会京都きづ川病院
金井病院
社団法人京都保健会京都民医連中央病院
洛和会音羽病院
京都市桃陽病院
第二岡本総合病院
医療法人和松会六地蔵総合病院
医聖会京都八幡病院
医聖会八幡中央病院
京都府立医科大学小児疾患研究施設内科部門

２７．大阪府
国立大阪病院
国立大阪南病院
大阪大学医学部附属病院
大阪府立病院
大阪市立十三市民病院
大阪市立大学病院
市立豊中病院
市立枚方市民病院
八尾市立病院
泉大津市立病院
市立岸和田市民病院
市立貝塚病院
市立泉佐野病院
大阪赤十字病院
大阪府済生会泉尾病院
済生会野江病院
大阪厚生年金病院
大阪船員保険病院
松下記念病院
大手前病院
京阪奈病院新香里病院
田附興風会北野病院
住友病院
大阪掖済会病院
日本生命済生会日生病院
聖バルナバ病院
大阪府警察協会大阪警察病院
(財)西淀病院
浅香山病院
(医療)きっこう会総合病院多根病院
彰療会大正病院
景岳会総合病院南大阪病院
同仁会耳原総合病院
宝生会ＰＬ病院
大阪医科大学病院
関西医科大学病院
関西電力病院
大阪暁明館病院
淀川キリスト教病院
真美会中野こども病院
寺西報恩会長吉総合病院
医誠会摂津医誠会病院
若弘会若草第一病院
三世会森本病院
錦秀会阪和住吉総合病院
大阪市立総合医療センター小児循環器内科
東和会第二東和会病院
三友会久松病院
四天王寺福祉事業団四天王寺和らぎ苑
市立柏原病院
仙養会北摂総合病院
有恵会有沢総合病院
国立循環器病センタ－
市立松原病院
和泉市立病院
高槻赤十字病院
愛仁会千船病院
清恵会病院
岸和田徳洲会病院
愛仁会高槻病院
近畿大学医学部附属病院

コープおおさか病院
北大阪医療生活協同組合照葉の里箕面病院
愛徳福祉会南大阪療育園
温心会堺温心会病院
富田林病院
信愛会交野病院
大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター
結核予防会大阪府支部大阪病院
(医療)公道会病院
誠会城東中央病院
大道会ボバ－ス記念病院
協和会北大阪病院
箕面市立病院
茨木医誠会病院
祐生会みどりケ丘病院
協仁会小松病院
守口敬任会病院
生協こども診療所
大阪府立母子保健総合医療センタ－
阪南市立病院
恵生会病院
医誠会病院
同友会共和病院
東和病院
愛賛会浜田病院
紀和会正風病院
生長会ベルランド総合病院
うえだ下田部病院
大植会葛城病院
孟仁会摂南総合病院
蒼生病院

２８．兵庫県
国立姫路病院
明石医療センター
国療兵庫中央病院
神戸大学病院
関西労災病院
兵庫県立塚口病院
兵庫県立淡路病院
兵庫県立西宮病院
神戸市立中央市民病院
明石市立市民病院
市立三木市民病院
公立豊岡病院
西宮市立中央病院
加古川市民病院
市立川西病院
市立伊丹病院
公立八鹿病院
小野市民病院
市立西脇病院
市立芦屋病院
三田市民病院
姫路赤十字病院
柏原赤十字病院
済生会兵庫県病院
社保神戸中央病院
公学共済近畿中央病院
神戸掖済会病院
総合病院昭和病院
(医療)明和病院
神鋼病院
鐘紡記念病院
新日鉄広畑病院
石川島播磨重工業健保組合健保組合播磨病院
龍野中央病院
六甲アイランド病院
西神戸医療センター
適寿リハビリテ－ション病院
公立宍粟郡民病院
樹徳会上ヶ原病院
兵庫医科大学篠山病院
淡路平成会東浦平成病院
神戸赤十字病院
砂子療育園
神戸逓信病院
自衛隊阪神病院
公立社総合病院
公文病院
(医療)薫風会佐野病院
明舞中央病院
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(医療)尚和会宝塚第一病院
尼崎医療生協病院
(医療晋真会)ベリタス病院
医療法人社団愛明会明石回生病院
神鋼加古川病院
国立療養所青野原病院
兵庫県立柏原病院
東神戸病院
国立神戸病院
真星病院
医療法人パルモア病院
汐咲会井野病院
宝塚市立病院
医療法人伯鳳会赤穂中央病院

２９．奈良県
市立奈良病院
奈良県立医科大学病院
榛原町立榛原総合病院
大和高田市立病院
町立大淀病院
済生会奈良病院
奈良社会保険病院
天理よろづ相談所病院
土庫病院
奈良県心身障害者リハビリテーションセンター
国保中央病院
独立行政法人国立病院機構奈良医療センター
奈良県国保連合会生駒総合病院
奈良県立奈良病院
奈良県立五條病院
奈良県立三室病院
東生駒病院
済生会中和病院
済生会御所病院
東大寺整肢園
清心会桜井病院
友紘会病院

３０．和歌山県
和歌山県立医科大学病院
和歌山県立医科大学病院紀北分院
海南市民病院
公立那賀病院
橋本市民病院
国保日高総合病院
社保紀南総合病院
新宮市立医療センター
日本赤十字社和歌山医療センター
白浜はまゆう病院
富田会富田病院
独立行政法人国立病院機構和歌山病院
労働福祉事業団和歌山労災病院
和歌山生協病院
独立行政法人国立病院機構南和歌山医療センター

３１．鳥取県
独立行政法人国立病院機構米子医療センター
鳥取大学病院
鳥取県立中央病院
鳥取市立病院
国保智頭病院
鳥取県済生会境港総合病院
博愛病院
鳥取生協病院
県立皆生小児療育センタ－
独立行政法人国立病院機構西鳥取病院

３２．島根県
大田市立病院
国立浜田病院
島根県立中央病院
松江市立病院
平田市立病院
仁多町立仁多病院
公立雲南総合病院
島後町村組合立隠岐病院
松江赤十字病院
益田赤十字病院
済生会江津総合病院
津和野共存病院
東部島根心身障害医療福祉センタ－

吉生会吉岡病院
安来市立病院
松江生協病院
島根医科大学病院
国療松江病院
西部島根心身障害医療福祉センター
松江記念病院

３３．岡山県
国立病院岡山医療センタ－
総合病院岡山市立市民病院
倉敷市立児島市民病院
笠岡市立市民病院
総合病院岡山赤十字病院
岡山済生会総合病院
川崎医学振興財団川崎病院
(財)弘仁会総合病院玉島病院
総合病院津山中央病院
(医)水和会水島中央病院
新見中央病院
総合病院落合病院
総合病院水島協同病院
倉敷平成病院
さとう記念病院
ペリネイト母と子の病院
国保町立成羽病院
水和会倉敷リハビリテーション病院
市立玉野市民病院
旭川荘療育センター児童院
川崎医科大学病院
独立行政法人国立病院機構南岡山医療センター
重井医学研究所附属病院
(財)仁厚医学研究所児島中央病院
倉敷成人病センター
倉敷リバーサイド病院
和香会倉敷廣済病院
笠岡中央病院
岡山労災病院

３４．広島県
国立病院呉医療センター
独立行政法人国立病院機構福山医療センター
国療原病院
国療広島病院
広島鉄道病院
広島逓信病院
県立広島病院
県立安芸津病院
社保広島市民病院
市立三次中央病院
総合病院三原赤十字病院
総合病院庄原赤十字病院
広島厚生連農協 尾道総合病院
厚生連広島総合病院
広島県厚生農協連吉田総合病院
広島県厚生農協連府中総合病院
日立造船健保因島総合病院
広島記念病院
呉共済病院
中国電力株式会社中電病院
総合病院三菱三原病院
マツダ株式会社マツダ病院
済生会広島病院
頼島産婦人科病院
広島市医師会運営安芸市民病院
独立行政法人国立病院機構賀茂精神医療センター
尾道市立市民病院
日本鋼管福山病院
広島市立舟入病院
福山市市民病院
広島医療生協広島共立病院
広島市立安佐市民病院
中国労災病院
県立身体障害者リハビリテーションセンター
医療センター
総合病院三愛
多田病院
みのり会北川病院
公立みつぎ総合病院
あかね会土谷総合病院
正岡病院
うすい会高陽ニュータウン病院

松田病院
里仁会興生総合病院
福山循環器病院

３５．山口県
独立行政法人国立病院機構関門医療センター
山口大学病院
山口県立中央病院
下関市立中央病院
小野田市立病院
山陽中央総合病院
共立美東国保病院
総合病院山口赤十字病院
周東総合病院
小郡第一総合病院
長門総合病院
社保徳山中央病院
オ－プンシステム総合病院徳山医師会病院
神徳会三田尻病院
新南陽市民病院
山口労災病院
鼓ケ浦こども医療福祉センター
和同会山口リハビリテーション病院
至誠会梅田病院
山口県済生会豊浦町立病院
国療山陽病院
都志見病院
元洋会森山病院
国療柳井病院
宇部興産中央病院
町立大和総合病院
治徳会湯野温泉病院
宇部協立病院

３６．徳島県
徳島県立中央病院
徳島県立三好病院
徳島市民病院
町立半田病院
徳島赤十字病院
阿南共栄病院
厚生連麻植協同病院
健保鳴門病院
道志社リハビリテ－ション大神子病院
国療東徳島病院
徳島県立海部病院
(医療)原田病院
阿波病院

３７．香川県
国立善通寺病院
香川県立中央病院
土庄中央病院
総合病院坂出市立病院
高松赤十字病院
屋島総合病院
滝宮総合病院
麻田総合病院
深田記念会松井病院
内海病院
赤心会赤沢病院
純心会善通寺前田病院
国療香川小児病院
香川県済生会病院
坂出聖マルチン病院
香川医科大学病院
香川県身体障害者総合リハビリテーションセ
ンター医療センター
香川町国民健康保険香川病院
高松平和病院
香川井下病院

３８．愛媛県
国療愛媛病院
愛媛県立中央病院
愛媛県立今治病院
愛媛県立三島病院
市立八幡浜総合病院
町立宇和病院
市立宇和島病院
町立吉田総合病院
町立津島病院

21



総合病院松山赤十字病院
西条中央病院
住友別子病院
公立学校共済組合四国中央病院
伊予病院
(財法)積善会附属十全総合病院
山内病院
更生会村上記念病院
愛媛大学病院
西条市立周桑病院
済生会今治病院

３９．高知県
国立高知病院
高知県立中央病院
土佐市立土佐市民病院
佐川町立高北国保病院
ＪＡ高知病院
須崎くろしお病院
聖真会渭南病院
幡多けんみん病院
岡本会さくら病院
(医療)仁生会三愛病院
十全会早明浦病院
高知医科大学病院
高知県立安芸病院
長生会大井田病院

４０．福岡県
独立行政法人国立病院機構小倉病院
国立病院九州医療センター
独立行政法人国立病院機構福岡病院
独立行政法人国立病院機構福岡東医療センター
久留米大学医療センター小児科
九州大学病院
福岡逓信病院
福岡県立柳川病院
北九州市立門司病院
北九州市立医療センタ－
北九州市立若松病院
北九州市立八幡病院救命救急センター
大牟田市立総合病院
筑後市立病院
福岡赤十字病院
福岡県済生会福岡総合病院
九州厚生年金病院
新小倉病院
浜の町病院
公立学校共済九州中央病院
福岡鳥飼病院
福岡記念病院
聖マリア病院
久留米大学病院
宗像医師会病院
宗像水光会総合病院
八女中央病院
九州労災病院
千早病院
恵光会原病院
国立病院九州がんセンタ－
福岡県済生会二日市病院
聖ヨゼフ園
慈恵曽根病院
正信会水戸病院
ゆうかり学園
町立芦屋中央病院
産業医科大学病院
福岡大学病院
北九州総合病院
北九州市立総合療育センタ－
福岡市立こども病院・感染症センター
米の山病院
丸山病院
高邦会高木病院
健和会大手町病院
牧山中央病院
川崎町立病院
甘木朝倉医師会病院
西野病院
牟田病院
和白病院
菅原病院

水巻共立病院
健和会京町病院
新田原聖母病院
福岡県立粕屋新光園
社会保険仲原病院
井上会篠栗病院
福岡大学筑紫病院
相生会宮田病院
社会保険田川病院

４１．佐賀県
国立佐賀病院
国立嬉野病院
佐賀県立病院好生館
伊万里市立市民病院
佐賀社会保険病院
佐賀整肢学園こども発達医療センター
竜門堂大野病院
古賀小児科内科病院
独立行政法人国立病院機構東佐賀病院
国立肥前療養所
佐賀医科大学病院
清明会やよいがおか鹿毛病院
静便堂白石共立病院
順天堂病院
至慈会高島病院

４２．長崎県
国立病院長崎医療センター
独立行政法人国立病院機構長崎神経医療センター
長崎大学病院
長崎市立市民病院
佐世保市立総合病院
五島中央病院
壱岐公立病院
健保諌早総合病院
佐世保共済病院
長崎記念病院
(医療)白十字会佐世保中央病院
長崎造船所病院
国保平戸市民病院
医療法人医理会柿添病院
日赤長崎原爆病院
長崎県立島原病院
長崎県済生会病院
諌早療育センター
みさかえの園あゆみの家
中対馬病院
田上病院
平成会女の都病院
上五島病院

４３．熊本県
国療再春荘病院
熊本大学医学部附属病院
自衛隊熊本病院
熊本市民病院
菊水町立病院
荒尾市民病院
球磨郡公立多良木病院
上天草総合病院
熊本赤十字病院
八代総合病院
健保天草中央総合病院
熊本中央病院
熊本労災病院
天草慈恵病院
愛育会福田病院
熊本循環器科病院
熊本第一病院
谷田会谷田病院
聖和会有明成仁病院
八代市医師会立病院
牛深市民病院
坂本病院
熊本地域医療センタ－
公立玉名中央病院
山鹿市立病院
丸田病院
はまゆう療育園
玉名地域保健医療センタ－
菊池中央病院

坂梨会阿蘇温泉病院

４４．大分県
別府医療センター
国療西別府病院
中津市立中津市民病院
東国東広域国保総合病院
山香町立国保総合病院
津久見市医師会立津久見中央病院
大分こども病院
大分県済生会日田病院
別府発達医療センター
大川産婦人科病院
大分市医師会立アルメイダ病院
大分大学医学部附属病院
健保南海病院
医療法人財団天心堂へつぎ病院
大分岡病院

４５．宮崎県
県立宮崎病院
県立延岡病院
県立日南病院
小林市立市民病院
高千穂町国保病院
都城市郡医師会病院
育生会井上病院
耕和会迫田病院
宮崎生協病院
宏仁会海老原総合病院
宮崎大学附属病院
宮崎県済生会日向病院

４６．鹿児島県
国立病院九州循環器病センター
独立行政法人国立病院機構指宿病院
鹿児島大学病院
県民健康プラザ鹿屋医療センター
鹿児島市立病院
出水市立病院
高田病院
鹿児島こども病院
国分生協病院
沖永良部徳州会病院
喜界徳州会病院
徳洲会屋久島徳洲会病院
隼人町立医師会医療センター
徳洲会名瀬徳洲会病院
国療南九州病院
総合病院鹿児島生協病院
やまびこ医療福祉センタ－
済生会川内病院
出水郡医師会立阿久根市民病院
鹿児島市医師会病院
鹿児島県立薩南病院
曽於郡医師会立病院
徳洲会鹿児島徳洲会病院
財団法人今給黎総合病院
薩摩郡医師会病院
医療法人徳洲会徳之島徳洲会病院

４７．沖縄県
北部病院
球陽会海邦病院
糸数病院
県立北部病院
総合病院沖縄赤十字病院
琉球大学病院
県立八重山病院
沖縄協同病院
那覇市立病院
(医療)おもと会大浜第１病院
沖縄整肢療護園
沖縄県立南部病院
仁愛会浦添総合病院
もとぶ野毛病院
中部徳洲会病院
北上中央病院
潮平病院
沖縄県立沖繩療育園
医療法人信和会沖繩第一病院
与那原中央病院
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←住所、電話番号の誤りは朱書川崎病調査票（第１８回全国調査） にてご訂正下さい。 Ｐ.

お願い
返 送 先

１．平成15年1月1日～平成16年12月31日の２年間に発症し貴施設を受診した患者全員について記入して下さい。 〒329-0498

２．症例がない場合も本調査票のＱ１.「施設に関する質問」をご記入の上、ご返送下さい。 栃木県河内郡南河内町薬師寺3311-1

３．他施設より紹介された患者、他施設へ紹介した患者も含めます（調査票の患者紹介の欄に詳細をご記入ください）。 自治医科大学公衆衛生学教室気付

川崎病全国疫学調査事務局 宛
主治医(代表者) 2004.12

電 話:(0285-44-6192, 0285-58-7338)
ご芳名 厚生労働省川崎病全国疫学調査事務局作成 ﾌｧｸｼﾐﾘ:(0285-44-7217)

患者氏名 発病時患者住所 性 出生年月日 初診年月日 初診時 解熱 診断の ガンマグロブリン投与 今回の 同胞例 両親の 心障害 患者紹介 死亡
イニシアル 病日 病日 確実度 発症 川崎病

貴院で投与した分のみ記入する 既往歴 該当するものすべてに○をつける
姓･名の順 番地は省略する 初診年は 最高体温 1:6つの主要症状のうち 追加治療はあてはまるものすべてに○ 巨大瘤は直径8mm以上の冠動脈瘤をいう 他施設より紹介 2 あり

記 に記入する 1:か2:に○を が37.5℃ 5つ以上の症状あり をつける があり、転院し の場合
入 つける 未満とな 2:4つの症状しかないが た場合は4にも Ｑ2.も
し 退院時 りそれが 冠動脈瘤(拡大)を伴う 急性期 後遺症 ○をつける 記入す
な 病日 24時間経 3:診断の手引きに合致 る
い 過した時 しないが疑いがある (１か月以内) (1か月以降）
↓ 点の病日

都道府県 初診時 1 なし 初回投与開始 追加治療ありの場合 1 なし 1 なし 1 なし 1 紹介なし
1 男 1 平成15年 1 確実A 1 ｶﾞﾝﾏｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ追加投与 1 初発 1 なし 1 なし

昭・平 年 病日 病日 投与開始 病日 2 巨大瘤 3 瘤 2 巨大瘤 3 瘤 2 診療所より紹介
市 郡 2 平成16年 2 確実B 2 あり 2 あり

退院時 病日 1日 mg/kg 追加総投与量 mg/kg (父・母) 4 拡大 5 狭窄 4 拡大 5 狭窄 3 病院より紹介
2 女 3 容疑 2 ｽﾃﾛｲﾄﾞ投与 2 再発 2 あり 2 あり

区 町 村 月 日 月 日 病日 × 日 3 ｳﾘﾅｽﾀﾁﾝ投与 4 血漿交換 3 不明 6 心筋梗塞 7 弁膜病変 6 心筋梗塞 7 弁膜病変 4 他施設へ紹介

都道府県 初診時 1 なし 初回投与開始 追加治療ありの場合 1 なし 1 なし 1 なし 1 紹介なし
1 男 1 平成15年 1 確実A 1 ｶﾞﾝﾏｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ追加投与 1 初発 1 なし 1 なし

昭・平 年 病日 病日 投与開始 病日 2 巨大瘤 3 瘤 2 巨大瘤 3 瘤 2 診療所より紹介
市 郡 2 平成16年 2 確実B 2 あり 2 あり

退院時 病日 1日 mg/kg 追加総投与量 mg/kg (父・母) 4 拡大 5 狭窄 4 拡大 5 狭窄 3 病院より紹介
2 女 3 容疑 2 ｽﾃﾛｲﾄﾞ投与 2 再発 2 あり 2 あり

区 町 村 月 日 月 日 病日 × 日 3 ｳﾘﾅｽﾀﾁﾝ投与 4 血漿交換 3 不明 6 心筋梗塞 7 弁膜病変 6 心筋梗塞 7 弁膜病変 4 他施設へ紹介

都道府県 初診時 1 なし 初回投与開始 追加治療ありの場合 1 なし 1 なし 1 なし 1 紹介なし
1 男 1 平成15年 1 確実A 1 ｶﾞﾝﾏｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ追加投与 1 初発 1 なし 1 なし

昭・平 年 病日 病日 投与開始 病日 2 巨大瘤 3 瘤 2 巨大瘤 3 瘤 2 診療所より紹介
市 郡 2 平成16年 2 確実B 2 あり 2 あり

退院時 病日 1日 mg/kg 追加総投与量 mg/kg (父・母) 4 拡大 5 狭窄 4 拡大 5 狭窄 3 病院より紹介
2 女 3 容疑 2 ｽﾃﾛｲﾄﾞ投与 2 再発 2 あり 2 あり

区 町 村 月 日 月 日 病日 × 日 3 ｳﾘﾅｽﾀﾁﾝ投与 4 血漿交換 3 不明 6 心筋梗塞 7 弁膜病変 6 心筋梗塞 7 弁膜病変 4 他施設へ紹介

都道府県 初診時 1 なし 初回投与開始 追加治療ありの場合 1 なし 1 なし 1 なし 1 紹介なし
1 男 1 平成15年 1 確実A 1 ｶﾞﾝﾏｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ追加投与 1 初発 1 なし 1 なし

昭・平 年 病日 病日 投与開始 病日 2 巨大瘤 3 瘤 2 巨大瘤 3 瘤 2 診療所より紹介
市 郡 2 平成16年 2 確実B 2 あり 2 あり

退院時 病日 1日 mg/kg 追加総投与量 mg/kg (父・母) 4 拡大 5 狭窄 4 拡大 5 狭窄 3 病院より紹介
2 女 3 容疑 2 ｽﾃﾛｲﾄﾞ投与 2 再発 2 あり 2 あり

区 町 村 月 日 月 日 病日 × 日 3 ｳﾘﾅｽﾀﾁﾝ投与 4 血漿交換 3 不明 6 心筋梗塞 7 弁膜病変 6 心筋梗塞 7 弁膜病変 4 他施設へ紹介

都道府県 初診時 1 なし 初回投与開始 追加治療ありの場合 1 なし 1 なし 1 なし 1 紹介なし
1 男 1 平成15年 1 確実A 1 ｶﾞﾝﾏｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ追加投与 1 初発 1 なし 1 なし

昭・平 年 病日 病日 投与開始 病日 2 巨大瘤 3 瘤 2 巨大瘤 3 瘤 2 診療所より紹介
市 郡 2 平成16年 2 確実B 2 あり 2 あり

退院時 病日 1日 mg/kg 追加総投与量 mg/kg (父・母) 4 拡大 5 狭窄 4 拡大 5 狭窄 3 病院より紹介
2 女 3 容疑 2 ｽﾃﾛｲﾄﾞ投与 2 再発 2 あり 2 あり

区 町 村 月 日 月 日 病日 × 日 3 ｳﾘﾅｽﾀﾁﾝ投与 4 血漿交換 3 不明 6 心筋梗塞 7 弁膜病変 6 心筋梗塞 7 弁膜病変 4 他施設へ紹介

都道府県 初診時 1 なし 初回投与開始 追加治療ありの場合 1 なし 1 なし 1 なし 1 紹介なし
1 男 1 平成15年 1 確実A 1 ｶﾞﾝﾏｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ追加投与 1 初発 1 なし 1 なし

昭・平 年 病日 病日 投与開始 病日 2 巨大瘤 3 瘤 2 巨大瘤 3 瘤 2 診療所より紹介
市 郡 2 平成16年 2 確実B 2 あり 2 あり

退院時 病日 1日 mg/kg 追加総投与量 mg/kg (父・母) 4 拡大 5 狭窄 4 拡大 5 狭窄 3 病院より紹介
2 女 3 容疑 2 ｽﾃﾛｲﾄﾞ投与 2 再発 2 あり 2 あり

区 町 村 月 日 月 日 病日 × 日 3 ｳﾘﾅｽﾀﾁﾝ投与 4 血漿交換 3 不明 6 心筋梗塞 7 弁膜病変 6 心筋梗塞 7 弁膜病変 4 他施設へ紹介

都道府県 初診時 1 なし 初回投与開始 追加治療ありの場合 1 なし 1 なし 1 なし 1 紹介なし
1 男 1 平成15年 1 確実A 1 ｶﾞﾝﾏｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ追加投与 1 初発 1 なし 1 なし

昭・平 年 病日 病日 投与開始 病日 2 巨大瘤 3 瘤 2 巨大瘤 3 瘤 2 診療所より紹介
市 郡 2 平成16年 2 確実B 2 あり 2 あり

退院時 病日 1日 mg/kg 追加総投与量 mg/kg (父・母) 4 拡大 5 狭窄 4 拡大 5 狭窄 3 病院より紹介
2 女 3 容疑 2 ｽﾃﾛｲﾄﾞ投与 2 再発 2 あり 2 あり

区 町 村 月 日 月 日 病日 × 日 3 ｳﾘﾅｽﾀﾁﾝ投与 4 血漿交換 3 不明 6 心筋梗塞 7 弁膜病変 6 心筋梗塞 7 弁膜病変 4 他施設へ紹介

Ｑ１.｢施設に関する質問」（本調査票を２枚以上使用の場合は１枚目にご記入下さい） Ｑ２.「死亡例に関する質問」（今回の報告のみでなく､前回までの調査で生存として報告され､後に死亡した例も含めてご記入下さい）

１．貴院のベッド数はいくつですか。 病院全体 床 小児科一般病床 床 患者氏名(イニシアル) 性 出生年月日 川崎病初診年月日 死亡年月日 剖検の有無 死亡原因 剖検の施設名など

２．貴院の小児科医は何人ですか。 常勤小児科医 人 非常勤小児科医 人 姓 名 1 男 昭・平 年 昭・平 年 平成 年 １ なし
そのうち循環器を専門とする小児科医 常勤小児科医 人 非常勤小児科医 人 2 女 月 日 月 日 月 日 ２ あり

３．貴院では川崎病患者に対するガンマグロブリンの 姓 名 1 男 昭・平 年 昭・平 年 平成 年 １ なし
基本的な投与方式を決めていますか。 1 はい（ mg/kg× 日間） 2 いいえ 2 女 月 日 月 日 月 日 ２ あり
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